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イ メ ー ジ ン グ に は 二 つ の 低 分 子 蛍 光 プ ロ ー ブ （ BHQ1-Cy5 、











おいて、β-actin mRNAと cortactin (CTTN) mRNAの識別に成功した。両方のア
プタマーで β-actin mRNAを認識した場合、二つの蛍光プローブ由来のシグナル



















細 胞 質 内 で 翻 訳 制 御 を 受 け て い る m R N A の 多 く は 、 様 々 な
R N A 結 合 タ ン パ ク 質 と と も に 巨 大 な リ ボ 核 タ ン パ ク 質 複 合 体
を 形 成 す る 。こ の 複 合 体 は R N A 顆 粒 と 呼 ば れ 、 R N A の 保 管 や
運 搬 、 転 写 の 抑 制 、 不 要 な R N A の 分 解 な ど 、 多 く の 役 割 を 担
っ て い る と 考 え ら れ て い る 。し か し 、そ の 全 貌 は 未 だ 解 明 さ れ
て い な い 。 本 学 位 論 文 で は 、 複 数 種 類 の R N A 顆 粒 を 同 時 観 察
で き る マ ル チ カ ラ ー イ メ ー ジ ン グ 法 を 開 発 し て い る 。  
イ メ ー ジ ン グ に は 二 つ の 低 分 子 蛍 光 プ ロ ー ブ と 二 種 類 の
R N A ア プ タ マ ー を 用 い た 。 こ の プ ロ ー ブ は 分 子 内 に 蛍 光 基 と
蛍 光 ク エ ン チ ャ ー の 両 方 を 有 し て お り 、通 常 は 消 光 状 態 と な っ
て い る 。 し か し 、 R N A ア プ タ マ ー が 標 的 m R N A 配 列 に 結 合 す
る と プ ロ ー ブ の 蛍 光 が 回 復 し 、 標 的 R N A を 検 出 す る こ と が で
き る 。プ ロ ー ブ の ク エ ン チ 及 び 蛍 光 回 復 の 機 構 を 理 解 す る こ と
で 、 そ の 検 出 感 度 の 改 善 に も 成 功 し て い る 。  
こ れ ら 二 つ の プ ロ ー ブ 及 び ア プ タ マ ー は 、固 定 細 胞 及 び 生 細
胞 で の マ ル チ カ ラ ー R N A イ メ ー ジ ン グ に 適 用 さ れ た 。 ま た 、
生 細 胞 に お い て 、 二 種 類 の m R N A の R N A ス ト レ ス 顆 粒 ( S G s )
形 成 過 程 を 観 察 す る こ と に も 成 功 し て い る 。本 研 究 で 開 発 さ れ
た 内 在 性 R N A の 生 細 胞 内 イ メ ー ジ ン グ 法 は 、 こ れ ま で 観 察 が
困 難 で あ っ た 様 々 な R N A 動 態 を 観 察 す る 有 用 な 方 法 と な り 得
る 。  
以 上 の 研 究 は 細 胞 内 の R N A 顆 粒 の 動 態 の 解 明 に 貢 献 し 、 遺
伝 子 発 現 の 基 礎 研 究 に 寄 与 す る と こ ろ が 多 い 。  
  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値ある
ものと認める。  
  な お 、本 学 位 授 与 申 請 者 は 、平 成 3 1 年 2 月 2 8 日 実 施 の
論 文 内 容 と そ れ に 関 連 し た 試 問 を 受 け 、合 格 と 認 め ら れ た も の
で あ る 。  
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